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使用上の注意改訂のお知らせ

　この度、下記のとおり使用上の注意を自主改訂致しますので、お知らせ申し上げます。
　今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

（裏面につづく）

改　訂　後 改　訂　前

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
4） エプレレノン、エサキセレノン又はタクロリ
ムスを投与中の患者（「相互作用」の項参照）

【使用上の注意】
３．相互作用
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
エプレレノン
（セララ）
エサキセレノン
（ミネブロ）
タクロリムス
（プログラフ）

高カリウム血症
が発現すること
がある。

機序：これらの
薬剤と本剤の相
加・相乗作用に
よる血清カリウ
ム値の上昇。

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
4） エプレレノン又はタクロリムスを投与中の患
者（「相互作用」の項参照）

【使用上の注意】
３．相互作用
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
エプレレノン
（セララ）
タクロリムス
（プログラフ）

高カリウム血症
が発現すること
がある。

機序：これらの
薬剤と本剤の相
加・相乗作用に
よる血清カリウ
ム値の上昇。

1 ．改訂内容（下線部改訂又は追加箇所）

（注射用カンレノ酸カリウム）



　

　

改　訂　後 改　訂　前

2）併用注意（併用に注意すること）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カリウム補給
カリウム保持性利
尿剤
スピロノラクトン
トリアムテレン

フィネレノン
ACE阻害剤
カプトプリル
エナラプリル
リシノプリル

 等
アンジオテンシン
Ⅱ受容体拮抗剤
ロサルタンカリ
ウム
カンデサルタン 
シレキセチル
バルサルタン

 等
アリスキレン
シクロスポリン
ドロスピレノン

高カリウム血症
を誘発すること
があるので、血
清カリウム値を
観察するなど十
分注意する。

機序：これらの
薬剤と本剤の相
加・相乗作用に
よる血清カリウ
ム値の上昇。
危険因子：腎障
害患者、高齢者

2）併用注意（併用に注意すること）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カリウム補給
カリウム保持性利
尿剤
スピロノラクトン
トリアムテレン
ACE阻害剤
カプトプリル
エナラプリル
リシノプリル
 等
アンジオテンシン
Ⅱ受容体拮抗剤
ロサルタンカリ
ウム
カンデサルタン 
シレキセチル
バルサルタン
 等
アリスキレン
シクロスポリン
ドロスピレノン

高カリウム血症
を誘発すること
があるので、血
清カリウム値を
観察するなど十
分注意する。

機序：これらの
薬剤と本剤の相
加・相乗作用に
よる血清カリウ
ム値の上昇。
危険因子：腎障
害患者、高齢者

2 ．改訂理由
相互作用相手薬との記載の整合を図るため、改訂致しました。

☆  改訂後の電子添文につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（https：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。


